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く
口
ず
さ
ん
だ
歌
で
あ
る
。
そ
の

作
詞
者
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
、

先
日
亡
く
な
っ
た
。
暗
く
て
重
い

歌
詞
に
は
批
判
も
あ
っ
た
ろ
う

が
、
反
戦
の
思
い
を
込
め
た
曲
は

半
世
紀
以
上
歌
い
継
が
れ
て
き

た
。
他
に
も
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
詩
を
残
し
て
下
さ
っ
た
▼
〽

死
ん
だ
兵
士
の
残
し
た
も
の
は
、

こ
わ
れ
た
銃
と
ゆ
が
ん
だ
地
球
、

他
に
は
何
も
残
せ
な
か
っ
た
、
平

和
ひ
と
つ
残
せ
な
か
っ
た
…
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
世
界

に
武
力
紛
争
は
絶
え
な
い
。
今
な

お
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
ガ
ザ
で
、
多
く

の
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
が

始
ま
る
ま
で
は
、
ご
く
普
通
の
暮

ら
し
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
▼
戦

争
を
止
め
る
の
は
、
言
論
の
力
、

民
主
主
義
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ

が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。
米
国
の

大
統
領
選
挙
で
は
、
ネ
ッ
ト
で
大

量
の
デ
マ
情
報
を
流
し
た
陣
営
が

勝
利
し
た
。
わ
が
兵
庫
県
知
事
選

挙
も
然
り
で
あ
る
。〝
嘘
も
百
回

言
え
ば
真
実
に
な
る
〞
と
い
う
こ

と
な
の
か
？　

戦
争
へ
突
き
進
ん

だ
時
代
の
再
来
に
な
ら
ぬ
か
、
い

や
な
予
感
が
す
る
▼
〽
死
ん
だ
彼

ら
の
残
し
た
も
の
は
、
生
き
て
る

私
、
生
き
て
る
あ
な
た
…
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
責
任
を
負
う
の

は
、
生
き
て
い
る
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
で
あ
る
。
倦
ま
ず
弛
ま
ず
、

何
が
真
実
か
を
見
極
め
る
目
を
持

っ
て
生
き
た
い
。
人
間
の
歴
史

は
、
日
々
の
些
細
な
積
み
重
ね
で

で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
〽
死
ん

だ
歴
史
の
残
し
た
も
の
は
、
輝
く

今
日
と
、
ま
た
来
る
明
日
、
他
に

は
何
も
残
っ
て
い
な
い
、
他
に
は

何
も
残
っ
て
い
な
い
…
最
後
の
歌

詞
の
意
味
が
重
い
。
あ
り
が
と

う
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る（
星
）

〽
死
ん
だ
男
の
残

し
た
も
の
は
、
ひ
と

り
の
妻
と
ひ
と
り
の

子
ど
も
…
昔
、
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
運
動
で
よ
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日常診療経験交流会　参加記

研
面
究 ６面

歯科定例研より「2024年度診療報酬改定
と臨床の実際－CAD/CAM冠・CAD/
CAMインレーなどの非金属修復の臨床－」

４～５面

県
弁
護
士
会
と
共
催
で
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
監
視
社
会
」と
な
る
危
険
性
を
指
摘

新
国
会
で
保
険
証
廃
止
食
い
止
め
よ
う
！

新
国
会
で
保
険
証
廃
止
食
い
止
め
よ
う
！

　

西
山
理
事
長
は
、
現
行
の
保
険

証
廃
止
に
よ
り
、
患
者
の
受
療
権

が
脅
か
さ
れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
ま
た
、
現
行
保
険
証
の
廃
止

に
は
、
多
く
の
市
民
、
医
療
関
係

者
、
介
護
関
係
者
、
保
険
者
が
反

対
し
て
い
る
こ
と
を
様
々
な
調
査

を
も
と
に
示
し
た
上
で
、
そ
れ
で

も
政
府
が
頑
な
に
保
険
証
廃
止
を

進
め
る
背
景
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
莫

大
な
利
益
を
上
げ
る
Ｉ
Ｔ
ゼ
ネ
コ

ン
と
政
府
自
民
党
と
の
癒
着
が
あ

る
と
指
摘
し
た
。

　

基
調
講
演
を
行
っ
た
斎
藤
貴
男

氏
は
、
自
身
の
体
験
や
取
材
を
も

と
に
、
す
で
に
日
本
で
も
大
企
業

が
警
察
や
公
安
調
査
庁
と
連
携

し
、
従
業
員
や
入
社
希
望
者
の
身

辺
調
査
を
行
っ
て
い
る
実
態
を
告

発
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
そ
う

し
た
動
き
に
拍
車
を
か
け
れ
ば
、

最
終
的
に
行
き
着
く
先
は
「
監
視

社
会
」
だ
と
述
べ
、
中
国
で
は
、

道
徳
心
や
愛
国
心
が
信
用
ス
コ
ア

リ
ン
グ
と
し
て
査
定
さ
れ
て
い
る

と
「
監
視
社
会
」
の
恐
ろ
し
い
実

態
を
紹
介
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
協
会
顧

問
弁
護
士
の
野
田
倫
子
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
務
め
た
。
バ
イ

ト
先
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を

求
め
ら
れ
困
っ
て
い
る
と
の
質
問

に
は
、
坂
本
団
弁
護
士
が
、
法
律

上
、
源
泉
徴
収
や
保
険
料
徴
収
時

に
事
業
所
に
は
従
業
員
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
収
集
す
る
義
務
が
あ
る

が
、
従
業
員
は
提
出
の
義
務
は
な

く
、
そ
の
旨
を
会
社
に
伝
え
れ
ば

問
題
は
な
い
と
回
答
。
斎
藤
氏

は
、
そ
う
い
う
形
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
示
せ
と
い
う
同
調
圧

力
が
非
常
に
危
険
で
、
会
社
や
国

に
従
順
な
社
員
や
国
民
を
選
別
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
述
べ
た
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
た
西
山
理
事
長
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
、
資
格
確
認
書

が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

被
保
険
者
に
も
一
律
に
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
運
動
の

成
果
と
し
て
報
告
。
引
き
続
き
国

保
な
ど
で
も
自
治
体
に
資
格
確
認

書
の
一
律
交
付
を
求
め
て
い
く
と

し
た
。
ま
た
、
立
憲
民
主
党
が
保

険
証
廃
止
延
期
法
案
を
提
出
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
上
で
、「
総
選

挙
で
与
党
が
過
半
数
割
れ
を
し
た

こ
と
で
国
会
内
の
力
関
係
は
流
動

的
に
な
っ
て
お
り
、
法
案
可
決
の

可
能
性
は
あ
る
。
協
会
で
は
臨
時

国
会
中
に
国
会
議
員
要
請
を
行
う

の
で
、
署
名
に
ご
協
力
を
」
と
協

力
を
訴
え
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
先
立

ち
武
村
義
人
副
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。
開
会
あ
い
さ
つ
と
閉
会
あ
い

さ
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
、
八
木
和
也
県

弁
護
士
会
情
報
問
題
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
、
三
宅
勇
気

同
会
副
会
長
が
務
め
た
。

（
２
面
に
参
加
者
の
感
想
文
）

　法律家と医療者がともにマイナ保険証の問題点を知らせよう――。協会は11月
23日、兵庫県弁護士会館で兵庫県弁護士会、日本弁護士連合会とともに市民シン
ポジウム「使わなくていい？『マイナ保険証』～どうして、私の受診歴がいろん
な人に見られるの…？」を共催し、オンラインも含めて150人が参加した。基調
講演をジャーナリストの斎藤貴男氏が務めた他、パネリストとして西山裕康理事
長、坂本団弁護士・元日弁連情報問題対策委員会委員長が登壇した。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
危
険
性
を
語

る
（
左
か
ら
）
坂
本
弁
護
士
・
西
山
協
会
理
事
長

・
斎
藤
貴
男
氏
・
野
田
倫
子
弁
護
士　
　
　
　
　

11月17日の県知事選挙結果を受けて、有志の会「ウィーラブひょうごド
クターズ　おおさわ芳清を知事にする会」が発表した談話を掲載する。

2024年11月21日

2024年兵庫県知事選挙結果について
ご支援ありがとうございました

保険医の声を県政に反映させるため引き続き取り組もう
 「ウィーラブひょうごドクターズ　おおさわ芳清を知事にする会」
 呼びかけ人　西山裕康（兵庫県保険医協会理事長）　　　　　
 加藤擁一（兵庫県保険医協会歯科部会長）　　　
 高松典子（尼崎医療生協病院副院長）　　　　　
 足立了平（ときわ病院歯科口腔外科部長）　　　
 事務局長　　藤末　衛（特定医療法人神戸健康共和会理事長）

11月17日投開票で行われた兵庫県知事選挙で、憲法が輝く兵庫県政をつ
くる会・おおさわ芳清候補は、７万３千票余りを獲得しましたが、当選に
は及びませんでした。みなさまのご支援に心より感謝申し上げます。
　今回の知事選挙で、おおさわ芳清候補は、「県政の混乱をただし、正常
化する」「県民のいのちと暮らしを大切にし、安心と信頼の県政をつく
る」と訴えて、選挙戦をたたかいました。しかし、選挙戦では、自身の当
選を目的としないと異例の立候補をした立花孝志氏により、斎藤元彦前知
事による不適切な県政運営が元西播磨県民局長を自死に追いやったかどう
かがもっぱら争点となった上、立花氏が認めるように事実にもとづかない
デマに多くの有権者が踊らされる結果となりました。
　本来であれば、斎藤前知事の不適切な県政運営をいかに正常化するのか
とともに、どういった県政をつくるのかという政策論争が行われるべきで
した。
　立花氏のように他の候補を当選させることを目的とした立候補が今後も
まかり通れば、有権者の民意を正しく反映させることは難しくなります。
もともと、立花氏は有権者を「犬や猫と一緒。そういう人たちにも一票を
託している制度が、今の民主主義のやり方。この状態で選挙に勝たなきゃ
いけない。だからバカに入れてもらう方法を考えるのが本当の賢い人」な
どと有権者を蔑んでおり、そうした点からも厳しく批判されるべきです。
斎藤前知事は、こうした人物の支援を受けて当選したのであって、その説
明責任を果たさなければなりません。また、斎藤前知事は、選挙戦の中
で、自身が百条委員会で述べたことと異なる主張をしており、偽証罪に問
われる可能性も示唆されております。再度召集される百条委員会で、真実
を明らかにすることが引き続き求められていますし、今回の選挙結果を笠
に着て、職員らに再びパワハラ等を行うことはあってはなりません。
　一方で、稲村和美氏が及ばなかったのは、長らく続く日本共産党を除く
オール与党体制に対する厳しい批判があったという点も間違いありませ
ん。一部に斎藤前知事の再選を阻止するために、おおさわ芳清候補は立候
補を取り下げ、憲法県政の会は稲村和美氏を支援するべきだとの意見もあ
りました。しかし、先に立候補を表明したおおさわ候補に対してそうした
提案はありませんでしたし、稲村氏のこれまでの政治家としての実績や今
回の選挙の公約をみても、公有地を民間売却して財政状況を改善するもの
の、改善した財政状況を活かして、住民のための施策を充実させる観点が
全くないという、斎藤前知事や清水貴之氏と何ら変わらない政策を掲げて
いました。だからこそ、自民党の県議の約半数が稲村氏を支援していまし
た。
　また、県議会で最多の議席を持つ自民党は、今回斎藤前知事、稲村氏、
清水氏と３つの陣営に分かれて選挙戦をたたかいました。県議団として極
めて無責任な態度と言わざるを得ません。
　私たちは、引き続きおおさわ芳清候補にいただいたみなさんの声を県政
に反映させるために、奮闘してまいります。 以上

文化部バスツアー

　文化部は11月10日、バスツアー「丹波ワインと秋の丹波路を楽しむ」を開催。
会員・家族・スタッフら19人が参加した。京都府京丹波町の丹波ワイン工場のブ
ドウ畑やワイナリーを見学。試飲の他、京丹波産地野菜や肉を用いた季節のコー
スとペアリングワイン４種を楽しんだ。

丹波の野菜や肉とぴったりのワインで乾杯!ブドウ畑を見学

丹波ワインと秋の丹波路を楽しむ丹波ワインと秋の丹波路を楽しむ
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◇
出
席　

25
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

機
関
会
議

の
主
な
予
定
、
ⅰ
）
評
議
員
会
・

共
済
制
度
委
員
会
11
／
17　

評
議

員
会
議
案
：
会
務
報
告
、
後
半
期

活
動
方
針
案
、
23
年
度
決
算
、
24

年
度
決
算
見
込
み
、

決
議

（
案
）、
特
別
講
演
「
あ
る
べ
き

医
療
Ｄ
Ｘ
の
姿
―
Ｉ
Ｔ
ゼ
ネ
コ
ン

と
政
府
の
思
惑
を
超
え
て
」、
共

済
制
度
委
員
会
特
別
報
告
「
２
０

２
５
年
ま
で
の
経
済
・
金
融
情
勢

見
通
し
」
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

２
０
２
４
年
12
月
２
日

以
降
、
従
来
の
健
康
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
る
。
政
府
は
移
行
の
た

め
、
資
格
確
認
書
の
発
行
や
１
年

間
の
猶
予
期
間
を
設
け
る
な
ど
の

対
応
を
行
う
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
は
低
迷
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
兵
庫
県
知

事
選
挙
に
つ
い
て
、
ⅰ
）
現
在
42

万
３
千
円
の
募
金
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
ⅱ
）
医
療
者
デ
ー
宣
伝

（
11
／
10
、
14
時
〜
15
時
＠
大
丸

前
）
を
実
施
す
る
こ
と
、
ⅲ
）
ア

ピ
ー
ル
賛
同
の
到
達
が
１
０
５
人

に
な
っ
た
こ
と
、
②
県
弁
護
士
会

と
の
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
／
23
、
講
師
：

斎
藤
貴
男
氏
）
開
催
等
が
報
告
さ

れ
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
に
つ
い
て
、
神
戸
市
と

懇
談
し
た
（
10
／
30
）
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
神
戸
支
部　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
12
／
７
＠
ベ
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
神
戸
18
時
〜
）
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
行
事
予
定　

11
／
23
（
土
・

祝
）
理
事
会
は
休
会
し
、
市
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
使
わ
な
く
て
い

い
？
『
マ
イ
ナ
保
険
証
』」
を
、

兵
庫
県
弁
護
士
会
と
共
催
す
る
。

 

（
11
月
９
日
理
事
会
よ
り
）

参
加
記

第34回反核医師のつどいin沖縄第34回反核医師のつどいin沖縄

基地も核もない
 沖縄、日本、世界に

医療費総枠拡大は
両国共通の課題と確認

国際部・大邱広域市医師会との懇談

評議員　　松岡　泰夫理事　　半田　伸夫
　

反
核
医
師
の
会
は
11
月
３
日
〜
４
日
に
か
け
て
、
沖
縄
市
内
で

「
第
34
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
沖
縄
」
を
開
催
。「
核
も
基
地
も

い
ら
な
い
命
ど
ぅ
宝
の
島
か
ら
東
ア
ジ
ア
そ
し
て
世
界
の
平
和
を
希

求
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
沖
縄
の
基
地
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
基
調
講

演
（
沖
縄
国
際
大
学　

前
泊
博
盛
教
授
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
全
国

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
含
め
２
１
０
人
が
集
ま
り
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
西

山
裕
康
理
事
長
ら
７
人
が
参
加
し
た
。
松
岡
評
議
員
の
参
加
記
を
掲

載
す
る
。

　

今
回
の
つ
ど
い
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
元
朝
日
新
聞
記
者
で
軍

事
評
論
家
の
田
岡
俊
次
さ
ん
の
話

と
、
元
琉
球
新
報
記
者
で
現
沖
縄

国
際
大
学
の
前
泊
博
盛
教
授
の
講

演
、
そ
し
て
普
天
間
基
地
ま
で
の

バ
ス
と
徒
歩
に
よ
る
沖
縄
米
軍
基

地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し

た
。

　

田
岡
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
て
来

沖
で
き
ず
、
前
も
っ
て
撮
ら
れ
た

映
像
を
観
ま
し
た
。
田
岡
さ
ん
の

発
言
で
は
「
中
国
と
戦
争
を
望
ん

だ
台
湾
人
民
は
一
人
も
い
な
い
」

「
台
湾
人
の
80
％
が
現
状
維
持
を

望
ん
で
い
る
」
を
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

実
際
に
西
側
諸
国
の
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
等
の
大
企
業
の

か
な
り
が
、
中
国
に
社
屋
や
工
場

等
の
資
産
が
あ
り
、
生
産
力
を
中

国
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
の
戦

争
は
「
幻
想
」
に
過
ぎ
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の
場

合
は
70
万
人
の
在
日
中
国
人
の
処

遇
問
題
を
考
え
て
も
、
戦
争
状
態

は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

前
泊
先
生
の
話
で
は
、
一
つ
は

琉
球
弧
の
軍
事
化
の
問
題
、
二
つ

　

核
の
持
ち
込
み
に
関
し
て
は
、

元
々
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
は
１
２

０
０
発
も
の
核
弾
頭
が
沖
縄
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
し
く
建
造

中
の
兵
器
貯
蔵
庫
を
見
て
も
核
弾

頭
を
保
管
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ

目
は
核
兵
器
の
持
ち
込
み
の

問
題
、
さ
ら
に
一
方
的
に
ア

メ
リ
カ
に
有
利
な
日
米
地
位

協
定
の
問
題
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
自
体
が
中
国

本
土
に
近
い
、
つ
ま
り
中
距

離
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
沖
縄
か
ら
引
き

揚
げ
て
い
ま
す
。
グ
ア
ム
サ

イ
パ
ン
を
超
え
て
ハ
ワ
イ
ま

で
大
部
隊
を
移
動
さ
せ
て
い

る
時
代
に
、
中
距
離
ミ
サ
イ

ル
精
密
攻
撃
の
格
好
の
餌
食

に
な
る
よ
う
な
地
上
に
、
ミ

サ
イ
ル
基
地
を
作
っ
て
い
る

状
況
に
呆
れ
て
い
ま
し
た
。

て
お
り
、
い
つ
で
も
核
兵
器
の
保

管
が
可
能
で
す
。

　

地
位
協
定
に
関
し
て
は
、
現
日

本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
追
従
で
あ

り
、
犠
牲
に
な
る
沖
縄
民
衆
の
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
同
じ
第

二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
で
あ
る

イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
と
比
べ
て
も

著
し
く
不
公
平
で
す
。
ア
メ
リ
カ

軍
人
が
悪
事
を
働
い
て
も
彼
ら
の

逮
捕
権
や
裁
判
権
は
な
く
、
ア
メ

リ
カ
が
起
こ
し
た
事
故
に
対
す
る

捜
査
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
汚
染
で
沖
縄
は
著

し
く
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
「
永
久
敗
戦
国
」
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
普
天
間
基
地
へ
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
が
、
那
覇
か

ら
宜
野
湾
市
の
普
天
間
ま
で
の
バ

ス
移
動
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の

見
え
な
い
所
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

普
天
間
基
地
に
並
ぶ
オ
ス
プ
レ

イ
を
遠
望
で
き
る
嘉
数
高
地
は
、

か
つ
て
の
日
本
軍
の
地
下
基
地
が

あ
っ
た
所
で
す
。
そ
の
中
腹
に
あ

る
、
前
面
が
砲
弾
で
削
れ
た
ト
ー

チ
カ
の
近
く
の
「
京
都
の
塔
」
の

碑
文
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
か
な
り
昔
、
京
都
府
知
事
だ

っ
た
蜷
川
虎
三
さ
ん
の
頃
の
「
再

び
戦
争
の
悲
し
み
が
繰
り
か
え
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
」
と
「
沖

縄
と
京
都
と
を
結
ぶ
文
化
と
友
好

の
絆
が
ま
す
ま
す
か
た
め
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
の
碑
文
は
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
へ
の
哀
悼
と
平
和
へ

の
決
意
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
の
途
中
で
も
飛
来
す
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
爆
音
に
、
否
が
応

で
も
本
土
と
の
違
い
を
強
く
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東アジアの平和をテーマとしたシンポジウム

日本・韓国の医師数や医療保険制度について意見交換

　

国
際
部
が
11
月
10
日
に
行
っ
た

韓
国
・
大
邱
広
域
市
医
師
会
と
の

懇
談
（
前
号
既
報
）。
半
田
理
事

の
報
告
を
掲
載
す
る
。

　

秋
の
深
ま
っ
た
11
月
10
日
・
日

曜
日
夕
刻
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
に
ハ
ン
グ
ル
を
記
し
た
横
断
幕

を
も
っ
て
集
合
。

　

ま
ず
啓
明
大
学
の
キ
ム
・
デ
ヒ

ョ
ン
教
授
が
先
に
来
ら
れ
た
。
続

い
て
、
ミ
ン
・
ボ
ッ
キ
会
長
、
ホ

ン
・
ソ
ン
ゴ
ン
顧
問
、
キ
ム
・
ソ

ン
ジ
ュ
ン
顧
問
、
イ
・
サ
ン
ホ
副

会
長
、
イ
・
ジ
ョ
ン
モ
ク
理
事
、

キ
ム
・
ソ
ン
ウ
事
務
局
長
が
到
着

し
、
８
月
に
大
邱
市
に
お
邪
魔
し

た
時
の
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
集
ま

っ
た
。

　

迎
え
る
の
は
西
山
裕
康
理
事

長
、
水
間
美
宏
部
長
、
坂
口
智
計

理
事
、
辛
龍
文
理
事
、
通
訳
に
金

呂
順
氏
、
金
明
仙
氏
、
溝
部
光

氏
、
事
務
局
３
名
と
私
（
半
田
）

で
計
18
名
が
そ
ろ
い
、
神
戸
港
ク

ル
ー
ズ
デ
ィ
ナ
ー
船
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

坂
口
理
事
の
司
会
で
、
西
山
理

に
関
す
る
議
論
を
求
め
ら
れ
た
。

　

地
方
の
医
師
不
足
や
専
門
医
の

不
均
衡
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
先
般
Ｌ

Ｍ
Ｃ
会
長
の
邉
見
先
生
を
招
い
た

講
演
会
で
も
議
論
し
た
た
め
、
そ

の
内
容
を
私
が
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
山
理
事
長
や
、
イ

・
サ
ン
ホ
副
会
長
な
ど
か
ら
コ
メ

ン
ト
が
次
々
と
出
て
議
論
は
尽
き

な
か
っ
た
。
医
療
費
総
枠
拡
大

や
、
救
急
、
外
科
、
産
科
な
ど
に

対
す
る
手
当
の
見
直
し
が
必
須
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

１
時
間
45
分
の
ク
ル
ー
ズ
は
外

の
景
色
を
見
る
間
も
な
く
終
わ

り
、
大
邱
市
医
師
会
と
兵
庫
県
保

険
医
協
会
は
相
互
交
流
を
続
け
る

こ
と
を
約
束
し
解
散
し
た
。

　

ま
た
今
回
当
方
で
地
場
産
の
お

土
産
を
用
意
し
お
渡
し
し
た
が
、

大
邱
市
側
か
ら
も
お
土
産
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
内
容
の
濃
い
食
事

会
と
な
っ
た
。
準
備
に
あ
た
っ
た

事
務
局
面
々
の
努
力
に
感
謝
し
た

い
。

　

11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
報
道
１
面
）
に
参
加
し
た
島
津

評
議
員
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

か
ね
て
よ
り
問
題
続
出
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
使
用
」
に
不
安
を
も

つ
方
々
が
弁
護
士
会
館
に
つ
ど
い

問
題
点
を
共
有
し
、
12
月
２
日
に

新
規
発
行
中
止
と
な
っ
た
健
康
保

険
証
の
疑
問
点
を
ぶ
つ
け
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
氏
、
当
会
の

西
山
裕
康
理
事
長
、
大
阪
弁
護
士

会
の
坂
本
団
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
中
心
に
、
西
山
理
事
長
が

マ
イ
ナ
保
険
証
の
噴
出
し
て
い
る

問
題
点
を
講
演
し
、
斎
藤
氏
が
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
観
点
か
ら
問
題

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
山
理
事
長
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
問
題
点
を
一
般
の
方
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
ま
し

た
。
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
が
行
政

指
導
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
庁
並
び

に
前
大
臣
（
河
野
太
郎
）
の
「
個

人
情
報
を
扱
う
庁
と
し
て
の
意
識

の
欠
如
」
を
強
調
し
た
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
皆
様
が
不
安
に
な
っ

た
。

　

坂
本
弁
護
士
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

成
立
過
程
に
お
け
る
、
過
去
の
国

に
よ
る
国
民
総
背
番
号
制
の
復
活

過
程
を
説
明
い
た
だ
き
、
日
本
版

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
か
ら
住
基
ネ
ッ

ト
と
、
政
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
へ
の
野
望
の
過
程
を
の
ぞ
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

法
律
家
で
あ
る
た
め
法
的
根
拠

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
次
の

オ
ン
資
裁
判
に
関
し
て
の
コ
メ
ン

ト
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

注
視
し
て
い
る
こ
と
は
配
布
さ
れ

た
資
料
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
情
報
か

ら
得
ら
れ
る
個
人
情
報
の
集
約
、

集
積
は
電
子
証
明
書
発
行
番
号

て
い
る
、
12
月
２
日
以

降
の
紙
の
保
険
証
の
方

々
へ
の
現
在
の
有
効
期

限
内
で
の
有
効
性
や
資

格
確
認
書
の
発
行
に
関

し
て
も
説
明
さ
れ
、
不

安
な
き
よ
う
に
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
し

（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
と
な
り
、
も

は
や
そ
の
番
号
単
体
で
は
個
人
情

報
で
す
ら
な
く
な
り
、
法
的
個
人

情
報
の
保
護
か
ら
外
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
汎
用
、
悪
用
の

危
険
性
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
上
に

高
い
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
も
っ

と
怖
い
の
は
そ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
逆
に
個
人
デ
ー
タ
へ
と
た
ど

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男

氏
の
意
見
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
発
案
、
実
行
過
程
が
発
表
さ
れ

た
こ
ろ
、
わ
た
く
し
が
こ
の
危
険

性
を
協
会
の
総
会
、
評
議
員
会
等

々
で
発
信
し
て
い
た
内
容
と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た

く
わ
が
意
を
得
た
感
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
私
の
意
見
で
す

が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
保

険
証
制
度
は
、
私
が
考
え
て
い
た

ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
速
く
、
医
療
界

の
反
対
が
少
な
い
と
見
越
し
た
コ

ロ
ナ
禍
を
利
用
し
て
そ
の
ス
ピ
ー

ド
を
加
速
し
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

は
も
の
と
も
せ
ず
、
強
引
に
進
め

ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
こ
う
し

た
こ
と
が
進
め
ら
れ
る
先
は
『
監

視
管
理
社
会
の
完
成
』
で
す
。
こ

れ
は
斎
藤
氏
も
同
意
見
で
す
。

　

ま
た
斎
藤
氏
い
わ
く
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
模
範
と
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
何
も

か
も
管
理
さ
れ
て
い
て
嫌
じ
ゃ
な

い
で
す
か
と
エ
ス
ト
ニ
ア
人
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
旧
ソ
連
領
の
彼
ら

に
と
っ
て
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
よ
り
ま
し
と

の
こ
と
で
し
た
。
笑
っ
て
は
お
れ

な
い
現
実
で
す
。

　

危
険
が
迫
っ
て
い
る
の
に
気
づ

か
な
い
現
実
、
そ
れ
を
「
茄
で
カ

エ
ル
現
象
」
と
言
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
気
づ
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
行
動
を
起
こ
し
ま
せ
ん

か
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
…
。

事
長
、
ミ
ン
・
ボ
ッ

キ
会
長
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
水
間
部
長

と
キ
ム
・
デ
ヒ
ョ
ン

教
授
の
乾
杯
で
宴
が

始
ま
っ
た
。

　

食
事
会
の
中
で
、

キ
ム
・
デ
ヒ
ョ
ン
教

授
か
ら
、
韓
国
の
医

師
数
増
加
政
策
と
そ

れ
に
対
す
る
若
手
医

師
の
反
発
、
専
門
医

数
の
不
均
衡
、
地
方

の
医
師
不
足
な
ど
の

諸
問
題
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
解
決
策

報

告

感
想
文

「監視社会の完成」
手遅れになる前に行動を！

市民シンポジウム「使わなくていい？マイナ保険証」

評議員　　島津　俊二

マイナンバー制度の推進
の末に「監視管理社会」が
完成すると訴えた斎藤氏
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２
０
２
４
年
現
在
、
日
本
に
は

ク
ー
ペ
ス
タ
イ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
が
、
ま
ぁ
ま
ぁ
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｔ
―
Ｒ
、
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ

Ｚ
、
ス
ー
プ
ラ
、
86
、
Ｂ
Ｒ
Ｚ
、

ロ
ー
ド
ス
タ
ー
、
Ｒ
Ｆ
、
コ
ペ

ン
。
全
て
専
用
設
計
で
す
。
素
晴

ら
し
い
！　

が
、
全
て
フ
ロ
ン
ト

エ
ン
ジ
ン
で
す
。

　

第
２
世
代
Ｎ
Ｓ
Ｘ
は
ミ
ッ
ド
シ

ッ
プ
で
、
Ｖ
６
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
４
バ
ル

ブ
。
ツ
イ
ン
タ
ー
ボ
で
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
！　

い
ま
や
、
世
界
の
ト
レ

ン
ド
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
２
９
６
Ｇ
Ｔ

Ｓ
も
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
ア
ル
ト
ゥ
ー

ラ
も
全
く
Ｎ
Ｓ
Ｘ
と
同
じ
で
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｘ
は
10
年
以
上
早
過
ぎ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
22
年
生
産
終

了
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｘ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
復
活
も
大
い
に
切
望
し

ま
す
が
、
エ
リ
ー
ゼ
、
４
Ｃ
、
Ｍ

Ｒ
―
２
、
Ｍ
Ｒ
―
Ｓ
、
Ｓ
６
６
０

の
よ
う
な
手
の
届
く
ミ
ッ
ド
シ
ッ

プ
ラ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
も

な
い
ん
で
す
。

　

前
世
紀
に
世
界
で
初
め
て
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
を
市
販
し
た
ト
ヨ
タ
で

さ
え
、
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
や
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
を
出
し
て
い
ま
せ

ん
。
や
っ
と
昨
年
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
の
計
画
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

メ
ル
セ
デ
ス
も
Ｂ
Ｍ
Ｗ
も
ア
ウ

デ
ィ
も
す
で
に
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
フ
ル
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
完
成
し
発
売
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
Ｂ

Ｅ
Ｖ
の
回
路
等
に
必
須
の
レ
ア
メ

タ
ル
の
争
奪
戦
か
ら
完
全
に
脱
落

し
世
界
か
ら
３
周
遅
れ
で
す
。

　

新
ク
ラ
ウ
ン
の
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
（
燃

料
電
池
電
気
自
動
車
）
グ
レ
ー
ド

発
売
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
電
気
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

イ
ン
フ
ラ
は
全
く
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
生
産
台
数
世
界
ト
ッ
プ

の
中
国
が
な
ぜ
ト
ッ
プ
に
な
っ
た

の
か
？　

そ
れ
は
政
府
が
法
律
を

作
り
、
金
も
出
し
大
々
的
に
後
押

し
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
上
レ
ア

メ
タ
ル
も
独
占
し
て
い
ま
す
。

　

習
近
平
は
24
年
「
我
が
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
確
立
さ
れ

た
」
と
宣
言
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
と
太
陽
電

池
と
ブ
レ
ー
ド
バ
ッ
テ
リ
ー
の
３

種
の
神
器
と
原
発
に
よ
っ
て
だ
そ

う
で
す
。
外
国
か
ら
石
油
を
買
う

必
要
が
な
い
の
で
す
。

　

日
本
は
80
余
年
前
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
封
鎖
の
た
め
に
太
平
洋
戦
争
に

突
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
現
在
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
は
全
く
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
90
年
代
、
太
陽
電
池
と

言
え
ば
京
セ
ラ
と
シ
ャ
ー
プ
が
、

今
や
中
国
の
独
り
占
め
。
半
導
体

と
言
え
ば
日
本
だ
っ
た
の
に
今

や
、
台
湾
が
ト
ッ
プ
。
風
力
発
電

も
日
本
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
の
に
今

や
、
欧
州
勢
に
大
負
け
。

　

こ
の
30
年
も
の
間
、
政
権
は
法

律
を
作
ら
ず
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

せ
ず
、
イ
ン
フ
ラ
は
全
く
整
備
さ

れ
ず
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

火
力
発
電
が
大
半
で
、
４
年
連

続
、
化
石
賞
と
い
う
不
名
誉
ま
で

頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
政
権

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た

め
、
原
子
力
発
電
所
の
耐
用
年
数

60
年
を
23
年
６
月
に
撤
廃
し
て
無

制
限
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

同
年
11
月
に
は
、
小
型
原
子
炉

発
電
と
核
融
合
型
原
子
力
発
電
に

力
を
注
ぐ
と
高
市
氏
が
、
国
会
で

発
表
し
ま
し
た
。

　

地
震
大
国
の
日
本
は
原
発
の
近

く
に
断
層
だ
ら
け
の
上
に
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
の
確
率
が
上

が
り
、
い
つ
福
島
原
発
と
同
じ
こ

と
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ
ア

が
原
発
を
攻
撃
し
占
拠
し
ま
し

た
。
北
朝
鮮
に
は
核
弾
頭
は
要
ら

な
い
の
で
す
。
通
常
ミ
サ
イ
ル
で

原
発
を
攻
撃
す
れ
ば
、
日
本
は
終

わ
り
で
す
。

　

安
倍
政
権
以
降
の
政
権
は
、
東

日
本
大
震
災
で
一
体
何
を
学
ん
だ

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
12

年
も
の
間
、
何
を
し
て
き
た
ん
で

し
ょ
う
か
？　

Japan as No.1

だ
っ
た
の
が
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の

中
で
さ
え
、
す
で
に
ベ
ベ
タ
で

す
。

　

主
権
者
で
あ
る
我
々
国
民
が
棄

権
せ
ず
、
選
挙
で
清
き
一
票
を
入

れ
て
、
政
権
を
変
え
る
。
そ
し

て
、
日
本
が
技
術
で
も
経
済
で
も

№
１
に
な
っ
て
、
手
の
届
く
素
晴

ら
し
い
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
ラ
イ
ト
ウ

ェ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
生
産
し
て
く

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

員員 稿稿
会 投

日
本
車
の
未
来

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

※ これまでお送りしている先生には、引き続き送付させていた
だきますので、ご連絡は不要です。

　協会では、『会費・保険料等入金済のお知らせ』（下のカコミ参照）
を、ご希望の先生にお送りしています。発送は１月下旬頃の予定です。
　ご入用の先生は、共済部（☎078－393－1805／FAX078－393－
1802）までご一報ください。

振替種別 銀行名 支店名 預金種目 口座番号
1 基金
2 郵便
3 銀行 3
4 銀行 4
5 銀行 5
6 銀行 6
7 銀行 7
8 別入金

見 本見 本
※下表は一旦収納した金額を表示しており、収納後に解約
　等により返金した金額も含んでおりますのでご了承くだ
　さい。また、『金額／種別』は、それぞれ振替金額、振
　替種別を表しています。また、同一枠内の上段は当月振
　替・下段は前月までの未収分の振替等を表しています。
※下表と右記の取扱金融機関は作成日時点のご指定金融機
　関となっています。
※「控除証明書」は毎年11月頃に保険会社から送付されます。

会費・保険料等入金済のお知らせ
2024年01月～2024年12月までに、下表の入金いただきま
したのでお知らせいたします。

2024/01
金額/種別

2024/02
金額/種別

2024/03
金額/種別

2024/04
金額/種別

2024/05
金額/種別

2024/06
金額/種別

2024/07
金額/種別

2024/08
金額/種別

2024/09
金額/種別

2024/10
金額/種別

2024/11
金額/種別

2024/12
金額/種別 計

会費 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 36,000

年金 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 240,000

年金 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 120,000
休業保
障　　 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 108,000
グルー
プ保険 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 162,000

合計 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 666,000

『会費・保険料等入金済のお知らせ』　　　　　 　

ご入用の先生は協会へお知らせください

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

介護保険Sasa*L誕生！
ササエル

ドクターに
最適を提供します
ドクターに
最適を提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。

〈保険医年金、DefL の次回受付は
　　　　 　2025 年４月１日開始〉

もっと便利な積立制度

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 １月18日（土）・19日（日）・２月１日（土）・２日（日）・９日（日）・　　
16日（日）　　会　場　協会会議室

※ 各日程の13時～16時でご都合のよい時間帯（１時間）をお選びください。
　 １回・１時間5000円（医院経営研究会会員は年２回まで無料）
事前予約制（各相談日の前の火曜日まで）

税経個別相談会税経個別相談会

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年0.950％

５年超～７年以内 年1.000％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

外来感染対策向上加算　届出確認を忘れずに
12月31日で経過措置終了

医科保険請求、返戻・減点のご相談、個別指導に関するご相談は、
 ☎078－393－1803（平日10時～12時、14時～16時）まで

（兵庫県）
　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/kanen/shinkou-kansen.html

　12月31日で「外来感染対策向上加算」の施設基準に設けられた経過措置が終了する。
　本年３月31日時点で外来感染対策向上加算の届出を行っており、12月31日までに改定
後の基準で再届出を行っていない場合は、2025年１月１日以降は本加算を算定できなく
なる。引き続き算定する場合には、経過措置終了までに受理されるように近畿厚生局兵
庫事務所に届出を行うか、それ以降に改めて施設基準を満たして届出し直す必要がある
ため、該当する医療機関は必ず届出を確認するようご注意いただきたい。

◆届出には県との協定が必要

　外来感染対策向上加算は、６月の診療報酬改定で施設基準が変わり、届出にあたって
は「第二種協定指定医療機関」（感染症法上の医療措置協定に基づく措置を講ずる医療
機関等）の指定を受けることが必要となった。医療措置協定とは、新興感染症への対応
強化のため、平時に県と医療機関がその機能・役割に応じた新興感染症の対応にかかる
協定を締結する仕組みであり、「第二種協定指定医療機関」となるためには事前に県と
の協定が必要となる。
　ただし、協定締結の申出から指定までには一定の期間を要する。本年12月末までの申
出については、来年２月中旬の指定となるとされているため、実際の指定があるまでは
施設基準を満たせないこととなる。
　なお、診療所については県医師会に協定締結を委任し、県医師会と県知事が協定する
集合協定も可能となっている。県との医療措置協定の詳細や手続きについては、兵庫県
のホームページ（下記二次元コード）を確認いただきたい。
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第33回
日常診療
経験交流会

参加記

　

協
会
は
10
月
27
日
、「
か
が

や
く
未
来
は
く
る
の
か
」
を
テ

ー
マ
に
第
33
回
日
常
診
療
経
験

交
流
会
を
開
催
し
た
。
参
加
記

を
紹
介
す
る
。多職種で診療に関する

 課題と展望を語る
　

Ａ
分
科
会
は
８
演
題
の
発
表
だ

っ
た
。
私
は
最
初
に
３
演
題
を
ひ

ま
わ
り
薬
局
の
西
村
ゆ
か
り
薬
剤

師
と
一
緒
に
座
長
と
し
て
担
当
し

た
。

　

こ
の
交
流
会
は
日
常
診
療
で
遭

遇
す
る
多
岐
に
わ
た
る
問
題
に
つ

い
て
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
多
職
種
が
一
度
に
集
ま
り

発
表
す
る
、
ま
れ
な
会
で
あ
る

（
広
川
顧
問
の
発
案
と
聞
い
た
）。

　

１
０
０
人
の
高
血
圧
患
者
さ
ん

を
15
年
経
過
観
察
し
た
ら
、
死
因

は
脳
心
血
管
障
害
で
は
な
く
、
癌

死
が
一
番
だ
っ
た
。
今
な
お
福
島

原
発
近
隣
の
放
射
能
は
基
準
値
を

超
え
て
い
る
。
広
川
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
広
川
恵
一
先
生
は
常
に
患

者
目
線
、
地
域
目
線
で
あ
る
。

　

韓
国
医
療
視
察
の
報
告
、
国
が

変
わ
れ
ば
医
療
を
取
り
巻
く
問
題

も
変
わ
る
。
演
題
３
の
国
際
部
の

水
間
美
宏
先
生
は
視
野
が
広
い
。

　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
30
年

経
っ
て
も
全
貌
が
見
え
な
い
が
、

粘
り
強
く
取
り
組
む
演
題
４
の
環

境
・
公
害
対
策
部
の
上
田
進
久
先

生
の
よ
う
な
人
が
い
る
。

　

病
気
と
環
境
問
題
は
リ
ン
ク
し

て
い
る
。
大
気
汚
染
を
見
え
る
化

し
、
問
題
提
起
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
疾
病
予
防
に
つ
な
が
る
。
演

題
５
「
空
気
の
汚
れ
調
査
報
告
」

の
東
神
戸
病
院
の
森
岡
芳
雄
先
生

お
疲
れ
様
で
す
。

　

薬
物
は
効
果
や
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

が
副
作
用
や
リ
ス
ク
を
上
回
る
か

ら
ク
ス
リ
で
あ
る
。
し
か
し
体
の

反
応
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
。
だ

か
ら
こ
そ
医
師
だ
け
で
な
く
、
ク

ス
リ
の
専
門
家
・
薬
剤
師
の
目
線

が
大
事
だ
と
思
う
。
演
題
６
の
な

つ
め
薬
局
の
水
川
麻
起
子
薬
剤

師
、
演
題
７
の
ひ
ま
わ
り
薬
局
の

　

三
つ
の
分
科
会
と
ポ
ス
タ
ー
掲

示
が
あ
り
、
す
べ
て
を
聞
け
な
い

こ
と
は
残
念
だ
。
何
と
か
１
会
場

の
講
演
会
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
。

【
西
宮
市

半
田　

伸
夫
】

西
村
ゆ
か
り
薬

剤
師
の
日
々
の

気
づ
き
の
ご
報

告
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
後

遺
症
と
し
て
の

味
覚
障
害
は
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
に
深
く
か
か

わ
る
。
他
の
感

染
症
と
比
べ
そ

の
頻
度
は
今
な

お
高
い
。
そ
の

こ
と
を
演
題
８

の
永
本
医
院
の

永
本
浩
先
生
は

教
え
て
く
れ

た
。

多
岐
に
わ
た
る
問
題

多
職
種
が
集
ま
り
発
表

Ａ
分
科
会
①

Ａ
分
科
会
①

人
間
や
生
命
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る

口
腔
が
ん
の
早
期
発
見

歯
科
医
師
の
責
任
感
じ
る

Ｃ
分
科
会
①

Ｃ
分
科
会
①

Ｃ
分
科
会
②

Ｃ
分
科
会
②

大
気
汚
染
と

健
康
の
問
題
は
身
近
に

Ａ
分
科
会
②

Ａ
分
科
会
②

　

環
境
・
公
害
対
策
部
の
上
田
進

久
先
生
か
ら
は
、
今
年
会
員
に
向

け
て
実
施
さ
れ
た
震
災
ア
ス
ベ
ス

ト
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
震
災
で
多
く
の
ビ

ル
が
倒
壊
し
大
量
の
青
石
綿
が
飛

散
し
た
こ
と
や
、
現
に
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
が
出
て
い
る
こ
と
も
50

％
以
上
が
知
ら
な
い
と
答
え
て
い

る
。
環
境
庁
調
査
で
は
リ
ス
ク
が

過
少
評
価
さ
れ
、
神
戸
市
も
市
民

へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
し
て
震
災

に
関
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
調

査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
知
っ

た
。
中
皮
腫
の
発
症
は
平
均
40
年

か
か
る
と
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
。

　

日
常
診
療
の
中
で
、
私
た
ち
医

療
者
が
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い

て
の
目
と
構
え
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
教
え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
東
神
戸
病
院
の
森
岡

芳
雄
先
生
が
「
大
気
汚
染
の
自
主

的
調
査
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て

〜
兵
庫
県
空
気
の
汚
れ
調
査
」
を

発
表
し
た
。

　

私
は
公
害
の
街
と
呼
ば
れ
た
尼

崎
市
の
工
業
地
帯
で
育
っ
た
。
石

灰
の
時
代
は
煤
煙
で
洗
濯
物
の
外

干
し
が
出
来
な
か
っ
た
。
薬
剤
師

だ
っ
た
父
が
学
校
薬
剤
師
の
活
動

で
43
号
線
沿
い
の
Ｎ
Ｏ
２
測
定
を

行
っ
て
い
た
こ
と
も
記
憶
に
あ

る
。
大
気
汚
染
と
健
康
の
問
題
は

身
近
に
あ
っ
た
。

　

保
険
医
協
会
で
も
会
員
の
協
力

を
得
て
空
気
の
汚
れ
調
査
を
継
続

し
て
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
市

民
運
動
と
し
て
行
政
を
も
動
か
し

て
い
る
。
今
も
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
の
高

い
と
こ
ろ
が
通
学
路
で
も
み
ら

れ
、
火
力
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
る

な
ど
、
市
民
運
動
に
よ
る
監
視
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　

お
お
ま
え
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
大
前
隆
仁
先
生
の
講
演
に

よ
る
と
、
メ
サ
ド
ン
の
如
き
内
服

の
麻
薬
の
鎮
痛
剤
は
、
オ
ピ
オ
イ

ド
持
続
注
射
と
異
な
り
、
医
療
者

側
の
管
理
負
担
と
患
者
の
拘
束
感

も
軽
減
で
き
る
。

　

投
与
量
も
調
整
し
易
い
と
思
わ

れ
、
在
宅
で
の
癌
の
終
末
期
の
患

者
の
尊
厳
死
に
至
る
ま
で
、
在
宅

看
取
（
み
と
）
り
で
有
用
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
麻
薬
と
い
う
劇
薬

で
呼
吸
抑
制
や
Ｑ
Ｔ
延
長
も
あ

り
、
薬
物
動
態
の
個
人
差
も
大
き

く
、
十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師

が
行
う
べ
き
で
、
看
護
師
へ
の
教

育
、
麻
薬
管
理
の
重
要
性
、
患
家

で
の
麻
薬
の
厳
重
な
管
理
を
行
わ

な
い
と
事
故
に
な
る
。

　

高
齢
化
社
会
で
、
今
後
も
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
病
院
で
な
く
住

み
慣
れ
た
在
宅
で
家
族
に
囲
ま
れ

て
残
さ
れ
た
時
間
を
充
実
し
て
生

き
ら
れ
る
可
能
性
を
重
要
視
し
、

hospice

と
し
て
考
え
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
高
齢
化
社
会
の

今
日
、
今
後
も
寿
命
と
需
要
は
増

え
る
だ
ろ
う
が
、
供
給
側
の
人
材

は
十
分
な
の
か
？

　

薬
局
リ
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の

大
風
春
乃
薬
剤
師
の
講
演
を
聞
い

て
、
筆
者
も
調
剤
薬
局
の
薬
局
長

と
定
期
的
に
学
習
会
を
行
っ
て
い

る
が
、
精
神
疾
患
を
有
す
患
者
へ

の
在
宅
訪
問
調
剤
は
問
題
多
く
一

筋
縄
で
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

医
師
、
看
護
師
、
介
護
士
の
協
同

作
業
が
重
要
で
、
居
宅
療
養
管
理

指
導
費
５
１
８
単
位
／
月
４
回
限

度
は
安
価
す
ぎ
る
と
思
う
が
、
患

者
に
対
し
て
共
通
し
た
答
え
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
患
者
の
望
む
着
地
点

が
異
な
り
、
一
例
一
例
が
応
用
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
べ
て

の
患
者
に
共
通
し
た
解
答
が
存
在

し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
差
別
の
対

象
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
わ
れ
る
。

　

た
か
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
田
裕

先
生
の
講
演
は
、
淡
路
島
と
い
う

閉
鎖
さ
れ
た
場
所
で
難
病
の
在
宅

ケ
ア
、
特
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
対
応
。
Ａ

Ｌ
Ｓ
は
別
称
でKing of serious 

neuropathy

。
筆
者
も
全
身
が
動

か
な
く
て
も
脳
だ
け
で
意
思
表
示

す
る
患
者
の
往
診
を
し
た
が
人
間

の
存
在
は
大
脳
前
頭
葉
だ
け
か
？

　

他
は
す
べ
て
附
属
品
か
、
英
国

の
天
才
科
学
者Hawking

博
士
を

思
い
浮
か
べ
る
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
音
声
合
成
装
置

で
講
演
を
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
十

分
管
理
を
し
た
ら
長
生
き
で
き

る
。
患
者
本
人
の
意
思
を
最
優
先

に
し
、
無
理
強
い
は
し
な
い
こ

と
。
人
間
と
は
、
生
命
と
は
何
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者

へ
の
対
応
は
哲
学
的
命
題
を
含
ん

で
い
る
。

【
明
石
市

永
本　
　

浩
】

　

４
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
題
目
は
大
槻
歯
科
医
院
の
大

槻
榮
人
先
生
の
「
開
業
医
が
見
つ

け
た
早
期
口
腔
が
ん
（
舌
が
ん
）

の
臨
床
的
検
討
」
で
し
た
。
４
症

例
の
報
告
で
し
た
。
40
年
前
の
学

生
時
代
、
口
腔
が
ん
は
一
生
に
一

度
当
た
る
か
当
た
ら
な
い
か
く
ら

い
の
確
率
と
教
わ
り
ま
し
た
が
、

現
在
、
日
常
的
に
口
腔
が
ん
は
見

ら
れ
、
早
期
の
発
見
は
歯
科
医
師

の
責
任
と
思
わ
せ
る
演
題
で
し

た
。

　

２
題
目
は
か
わ
む
ら
歯
科
の
川

村
一
喜
先
生
の
「
快
適
な
診
療
環

境
を
求
め
た
一
歯
科
診
療
所
に
於

け
る
実
践
例
」
で
し
た
。
承
継
し

た
診
療
所
で
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
を

ど
う
空
間
を
利
用
し
て
、
納
得
で

き
る
状
況
に
す
る
か
と
い
う
演
題

で
し
た
。

　

３
題
目
は
、
と
も
歯
科
医
院
の

坂
口
智
計
先
生
の
「
新
た
な
矯
正

治
療
法
の
導
入
と
審
美
治
療
と
親

和
性
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
イ
ン

ビ
ザ
ラ
イ
ン
な
ど
の
矯
正
治
療
や

審
美
治
療
に
対
す
る
新
技
術
の
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
題
目
は
ハ
イ
テ
ッ
ク
デ
ン
タ

ル
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
泉
敏
治
歯
科

技
工
士
の
「
歯
が
全
身
に
影
響
す

る
理
由
の
解
説
と
医
療
の
変
革
」

で
し
た
。
歯
が
削
れ
た
り
、
抜
け

た
り
す
る
と
体
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
健
康
に

寿
命
を
全
う
で
き
る
か
と
い
う
演

題
で
し
た
。

　

以
上
の
４
題
が
歯
科
の
発
表
で

会
場
か
ら
の
質
問
も
あ
り
、
和
や

か
に
分
科
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

【
宝
塚
市
・
歯
科

高
島　

俊
永
】

分科会の質疑応答では活発な意見交流が行われた

　

薬
科
部
か
ら
「
疑
義
照
会
で
処

方
変
更
に
つ
な
が
っ
た
事
例
」
を

な
つ
め
薬
局
の
水
川
麻
起
子
先

生
、「
薬
剤
師
が
日
常
の
調
剤
に

お
い
て
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
」

を
、
ひ
ま
わ
り
薬
局
の
西
村
ゆ
か

り
先
生
が
発
表
し
た
。

　

水
川
先
生
は
薬
剤
師
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
疑
義
照
会
を
薬
学
的

疑
義
照
会
と
形
式
的
疑
義
照
会
と

に
分
け
て
、
薬
学
的
疑
義
照
会
の

実
例
と
し
て
相
互
作
用
に
よ
る
高

カ
リ
ウ
ム
血
症
の
早
期
発
見
に
結

び
付
い
た
事
例
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
か
ら
「
そ
ん
な

こ
と
は
そ
ち
ら
で
修
正
し
て
お
い

て
」
と
う
る
さ
が
ら
れ
る
事
例
に

つ
い
て
も
疑
義
照
会
せ
ざ
る
を
得

な
い
根
拠
を
示
し
て
理
解
を
求
め

た
。

　

西
村
ゆ
か
り
先
生
は
薬
科
部
研

究
会
の
主
た
る
メ
ン
バ
ー
で
毎
月

の
研
究
会
の
後
に
集
め
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
「
日
常
の
薬
の
処
方

調
剤
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
」

と
の
項
目
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

可
視
化
し
て
共
有
し
た
い
と
取
り

組
ま
れ
た
。
取
り
ま
と
め
に
苦
労

さ
れ
た
が
研
究
会
に
か
け
る
情
熱

が
伝
わ
る
ま
と
め
に
な
っ
て
い
た

と
感
じ
た
。

　

永
本
医
院
の
永
本
先
生
は
「
コ

ロ
ナ
後
の
味
覚
障
害
に
つ
い
て
」

を
発
表
さ
れ
た
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
10
月
ま
で
に

味
覚
障
害
を
訴
え
た
患
者
に
味
覚

検
査
・
嗅
覚
検
査
を
実
施
さ
れ
て

い
る
。
味
覚
が
近
接
化
学
感
覚
で

あ
り
、
人
間
に
は
甘
味
、
う
ま

味
、
苦
味
、
塩
味
、
酸
味
が
存
在

す
る
。
嗅
覚
は
遠
隔
化
学
感
覚
で

退
化
し
て
い
る
人
間
で
も
４
０
０

個
の
受
容
体
が
あ
り
、
組
み
合
わ

せ
て
数
万
種
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

味
覚
障
害
と
い
え
ば
、
薬
の
副

作
用
を
連
想
す
る
が
、
多
く
は
亜

鉛
欠
乏
症
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
罹
患
後
の
味
覚
障
害
は
嗅

覚
脱
失
を
伴
っ
た
風
味
障
害
で
あ

っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師滝

本　

桂
子
】

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜　朝６時30分～毎週土曜　朝６時30分～

「「兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!
AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

12月７日　リビングウィル・ACP（アドバンス・ケア・プランニング）
　　14日　在宅医療の緩和ケア
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特
別
講
演
「
認
知
症
の
精
神
療
法
」

特
別
講
演
「
認
知
症
の
精
神
療
法
」

安
心
安
全
な
看
護
介
護
対
策
で

命
の
尊
厳
を
強
く
感
じ
る

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
評
価

経
験
か
ら
交
流

ど
の
科
も
同
じ 

患
者
の
思
い
・
悩
み
を

聞
く
こ
と
か
ら
治
療
が
は
じ
ま
る

写
真
や
イ
ラ
ス
ト

思
い
伝
わ
る
取
り
組
み

Ｂ
分
科
会
①

Ｂ
分
科
会
①

Ｂ
分
科
会
②

Ｂ
分
科
会
②

展

示

会

展

示

会

　

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
座
長
、
Ｂ
分
科
会
前
半
の
３

人
の
先
生
の
感
想
を
綴
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
恐
れ
多
い
気
持
ち

を
汲
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

垂
水
区
の
ド
マ
ー
ニ
神
戸
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
宮
武
博
明
先
生
の
演
題

に
関
し
ま
し
て
、
命
の
尊
厳
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
介
護
付
き
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
の
出
会
い
に
つ
い

て
、
３
症
例
を
、
丁
寧
に
画
像
診

断
も
踏
ま
え
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
宮
武
先
生
は
、「
24
時
間
看

護
師
常
在
」
を
紹
介
さ
れ
、
利
用

者
さ
ん
目
線
で
、
安
心
安
全
な
看

護
介
護
対
策
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
ご
自
身
は
、
24
時
間
緊

急
電
話
対
応
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
１
症
例
目
で
の
直
腸
癌
の
患

者
さ
ん
を
通
し
て
、
独
居
や
認
知

症
の
患
者
さ
ん
の
場
合
に
関
す
る

人
工
肛
門
造
設
の
予
後
不
良
を
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
２
症
例
目
で

は
、
頭
部
外
傷
後
遺
症
の
患
者
さ

ん
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
腹
水
の

急
激
な
増
加
に
お
い
て
、
抗
が
ん

剤
治
療
の
選
択
の
ご
質
問
に
も
納

得
あ
る
ご
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
腹
膜
癌
と
い
う
診
断
に
は
興

味
深
く
感
じ
ま
し
た
。
３
症
例
目

は
、
頭
部
外
傷
後
遺
症
の
現
在
も

入
居
中
の
患
者
さ
ん
を
介
護
、
看

護
、
医
療
、
経
済
面
で
の
視
点
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
入
居
が
３
カ
月
以
上
に

わ
た
る
場
合
の
費
用
の
高
騰
に
も

言
及
さ
れ
ま
し
た
。
頭
部
外
傷
の

２
症
例
の
共
通
点
と
し
て
、
痰
が

多
い
こ
と
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
歯
科
医
師
の
立
場
か
ら

終
末
医
療
に
お
け
る
口
腔
機
能
維

持
管
理
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
観

点
で
、
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
３
歯
科
医
療
機
関
が
歯

科
医
師
の
訪
問
診
療
、
歯
科
衛
生

士
の
口
腔
ケ
ア
を
さ
れ
て
い
る
と

の
ご
回
答
は
圧
巻
で
し
た
。
複
数

の
歯
科
医
療
機
関
と
の
連
携
は
珍

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
の
問

題
点
と
し
て
、
高
額
な
負
担
額
を

浮
き
彫
り
に
し
て
終
わ
ら
れ
ま
し

た
。

　

尼
崎
市
の
野
村
医
院
の
日
高
貴

洋
先
生
は
、
理
学
療
法
士
の
お
立

場
か
ら
、
２
０
１
１
年
か
ら
14
年

目
を
迎
え
ら
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
実
情
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

地
域
に
密
着
し
た
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
お
ら
れ
る
野

村
医
院
の
院
長
先
生
の
、
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
両
面
か
ら
信
頼

さ
れ
る
と
い
う
理
念
が
浸
透
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

　

で
き
る
限
り
の
在
宅
で
の
生
活

や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
は
、
介

護
保
険
を
利
用
し
た
デ
イ
ケ
ア
を

最
大
限
生
か
さ
れ
た
観
点
も
印
象

的
で
す
。
医
療
保
険
を
利
用
し
た

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の

併
用
も
興
味
深
い
で
す
。
現
在
、

４
人
の
理
学
療
法
士
の
先
生
が
ご

勤
務
さ
れ
て
お
ら
れ
活
気
に
も
溢

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
要
介
護
度
４

・
５
の
利
用
者
さ
ん
の
受
け
入
れ

が
難
し
い
と
の
ご
見
解
で
も
、
患

者
さ
ん
、
利
用
者
さ
ん
の
送
迎
も

利
便
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
２
月
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
で
も
、
患

者
さ
ん
と
利
用
者
数
の
減
少
は
認

め
ら
れ
ず
、
感
染
予
防
対
策
の
徹

底
も
感
じ
ま
し
た
。
医
療
保
険
、

介
護
保
険
の
両
面
の
利
点
を
生
か

さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

画
期
的
で
す
が
、
医
療
保
険
で
の

診
療
報
酬
を
引
き
下
げ
さ
せ
な
い

運
動
、
介
護
報
酬
の
さ
ら
な
る
引

き
下
げ
を
許
さ
な
い
運
動
が
、
兵

庫
協
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

尼
崎
市
の
ナ
ニ
ワ
診
療
所
の
山

本
純
一
先
生
は
、
熱
い
お
人
柄
と

お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
副

会
長
の
要
職
の
お
立
場
か
ら
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
尼
崎
市
内
全
て

の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

分
か
り
や
す
く
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

介
護
支
援
専
門
員
の
減
少
、
高

齢
化
の
原
因
は
、
低
い
介
護
報
酬

が
起
因
し
て
い
る
こ
と
も
著
明
で

す
。
一
番
興
味
深
い
質
問
は
、
利

用
者
や
家
族
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
と
回
答
し
た
比
率
が

66
・
９
％
。
今
後
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
具
体
的
な
内
容
の
精
査
が
必

要
と
思
い
ま
し
た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
更
新
講
習
や

実
務
者
研
修
、
各
種
書
類
の
多
さ

も
問
題
点
だ
と
思
い
ま
す
。
ケ
ア

マ
ネ
資
格
の
受
験
資
格
の
緩
和
問

題
の
動
向
に
も
注
目
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

【
赤
穗
郡
・
歯
科　
白
岩　

一
心
】

　

講
師
を
務
め
る
繁
田
雅
弘
氏
は

精
神
科
の
教
授
、
客
員
教
授
の
肩

書
を
持
つ
、
現
在
栄
樹
庵
診
療
所

で　

物
忘
れ
外
来
、
若
年
性
認
知

症
な
ど
を
診
療
し
て
お
ら
れ
る
。

全
体
を
通
し
て
基
本
は
「
共
感
と

傾
聴
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
信

頼
関
係
・
情
緒
的
関
係
を
築
く
こ

と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
〝
叱
る
・
注
意

す
る
・
指
示
命
令
す
る
〞
は
厳
禁

で
あ
る
。

　

精
神
療
法
の
二
つ
の
水
準
が
あ

る
と
い
う
。
①
広
義
の
精
神
療
法

〜
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
資
質
を

十
分
に
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
適
応
力
を
上
げ
る
こ
と
を
支

援
す
る
支
持
的
精
神
療
法　

②
狭

義
の
精
神
療
法
〜
認
知
行
動
療

法
、
森
田
療
法
な
ど
。

　

精
神
科
専
門
医
で
な
く
と
も
日

常
的
に
よ
く
見
ら
れ
る
〝
認
知
症

〜
周
辺
症
状
〞
に
対
し
て
は
、
そ

れ
な
り
の
意
味
合
い
、
目
的
が
あ

る
は
ず
で
、
指
示
指
導
す
る
こ
と

な
く
そ
の
人
の
思
い
、
悩
み
を
よ

く
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
か
ら
治
療

は
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
こ
と
は

面
倒
で
は
あ
る
が
日
常
診
療
に
お

い
て
常
に
心
が
け
な
い
と
い
け
な

い
重
要
な
こ
と
だ
。

　

た
だ
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ

る
が
、
認
知
症
外
来
を
受
診
す
る

患
者
と
一
般
内
科
の
患
者
で
は
か

な
り
そ
の
時
点
で
大
き
な
バ
イ
ア

ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　

質
疑
応
答
の
中
で
超
高
齢
者
の

認
知
症
と
治
療
の
話
が
出

た
。
完
全
に
断
定
は
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
の
繁
田
氏

は
、〝
疾
患
―
診
断
の
こ

と
と
、
身
体
的
加
齢
変
化

〜
足
腰
が
衰
え
る
よ
う
に

中
枢
神
経
系
も
衰
え
る
。

そ
れ
は
受
け
入
れ
る
こ
と

が
必
要
だ
〞
と
示
唆
す
る

よ
う
な
返
答
が
あ
っ
た
。

こ
れ
も
重
要
な
事
柄
で
あ

る
と
考
え
る
。

【
中
央
区　
武
村　

義
人
】

　

「
被
災
地
訪
問
の
記
録
」（
協

会
西
宮
・
芦
屋
支
部
）
の
展
示

は
、
24
年
１
月
１
日
発
生
し
た

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に

西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
広
川
恵
一
先
生
を
中
心
と
し

て
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
・
保
団

連
チ
ー
ム
が
早
々
に
震
災
地
を
訪

れ
、
現
地
の
状
況
を
発
信
し
た
記

録
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
23
年
４
月
と
24
年
５
月

に
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪

問
を
継
続
し
た
と
い
う
。
な
ぜ
今

さ
ら
、
放
射
線
を
測
定
す
る
の

か
？　

実
は
、
こ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
の
人
々
か
ら
背
中
を
押

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ

で
納
得
で
あ
る
。
終
わ
り
の
２
枚

の
パ
ネ
ル
を
見
て
び
っ
く
り
（
写

真
１
）。
行
政
が
被
災
者
と
十
分

に
向
き
合
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
被
災
者
が
、
イ
ラ
ス

ト
、
歌
、
詩
な
ど
で
、
思
い
を
語

っ
て
い
た
（
写
真
２
）。
心
を
動

か
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
い
つ

ま
で
も
心
に
残
り
、
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

「
歯
科
で
も
使
え
る
漢
方
薬
」

（
薬
科
部
）
の
展
示
は
保
険
医
療

で
使
わ
れ
て
い
る
漢
方
製
剤
の
乾

燥
原
料
（
現
物
）
を
容
器
に
入
れ

て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
30
〜
40
種

位
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
大
変
勉

強
に
な
っ
た
。
私
が
使
う
漢
方
製

剤
は
、
基
礎
体
力
を
整
え
る
方
剤

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
鎮
痛
・
鎮
静

薬
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
、
た
め
に
な
っ
た
。

　

「『
震
災
か
ら
未
だ
30
年
！
』

と
考
え
て
肺
が
ん
検
診
（
ア
ス
ベ

ス
ト
検
診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

（
環
境
・
公
害
対
策
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス

ト　

上
田
進
久
先
生
）
の
展
示
に

よ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
関
す

る
情
報
は
作
業
員
や
住
民
に
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

行
政
の
調
査
が
過
少
で
あ
っ
た
こ

会
」
に
投
稿
し
た
論
文
で
あ
る
。

　

当
日
の
パ
ネ
ル
展
で
は
図
２
枚

（
写
真
）
を
大
き
く
展
示
し
た
。

こ
の
論
考
で
は
行
政
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
あ
た
り
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
開
発
、
推
進
を

強
く
訴
え
た
。

　

「
日
本
園
芸
協
会
、
植
物
画

（
Ｂ
ｏ
ｔ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
・
Ａ
ｒ

ｔ
）
通
信
講
座
を
受
講
し
て
」
と

の
展
示
は
23
年
６
月
に
植
物
画

（
Ｂ
ｏ
ｔ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
・
Ａ
ｒ

ｔ
）
展
を
開
催
し
て
い
た
西
宮
市

大
谷
記
念
美
術
館
を
訪
れ
、
こ
の

植
物
画
に
感
動
し
、
触
発
さ
れ
、

新
聞
広
告
の
日
本
園
芸
協
会
、
植

物
画
通
信
講
座
を
申
し
込
ん
だ
。

　

９
月
か
ら
作
品
を
提
出
し
、
添

削
を
受
け
た
。
１
回
、
２
回
、
３

回
の
添
削
の
後
、
４
回
目
は
自
由

に
画
材
を
選
ん
で
作
品
を
投
稿
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
24
年
４
月
23

日
に
そ
の
評
価
が
届
き
合
格
。
今

回
の
ポ
ス
タ
ー
展
に
参
加
を
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
。

 

【
西
宮
市　

法
西　
　

浩
】

と
な
ど
問
題
は
山
積

す
る
こ
と
が
分
か

る
。
行
政
に
検
診
受

診
勧
告
を
も
っ
と
積

極
的
に
進
め
る
よ
う

訴
え
ら
れ
た
。

　

私
か
ら
は
２
題
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
。

「
今
日
の
公
害
問
題

（
論
考
）」
の
展
示

は
保
団
連
に
発
表
し

た
論
考
を
、
さ
ら
に

詳
細
な
記
録
（
デ
ー

タ
）
と
し
て
私
の
所

属
す
る
「
21
世
紀
の

武
庫
川
を
考
え
る

自
身
の
展
示
パ
ネ
ル
を
紹
介
す
る
筆
者

写
真
２　

展
示
「
被
災
地
訪
問
の
記
録
」
そ
の
２

写
真
１　

展
示
「
被
災
地
訪
問
の
記
録
」
そ
の
１

繁
田
先
生
は
患
者
を
見
守
る
こ
と
、

思
い
や
り
の
重
要
性
を
語
る　
　
　

　

室
井
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
フ
ィ
ス
の

高
森
信
岳
先
生
は
「
日
常
診
療
に

お
け
る
認
知
機
能
障
害
と
睡
眠
障

害
に
つ
い
て
」
と
し
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
同
院
に
入
院
し
た
患
者

に
認
知
機
能
検
査
と
夜
間
ポ
リ
ソ

ム
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
実
施
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
無
呼
吸
指
数
と
認
知
機

能
検
査
の
点
数
に
相
関
関
係
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
睡
眠
の
質
が
認

知
機
能
に
関
連
す
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

半
田
医
院
の
半
田
伸
夫
先
生
は

「
当
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ナ
ノ
微
粒
子
製
剤
『
ワ
ク
チ

ン
』
接
種
関
連
疾
患
に
つ
い
て
」

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
経
験

さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
重
篤
な
経
過
に

至
っ
た
患
者
を
ま
と
め
て
提
示
、

検
討
い
た
だ
く
こ
と
で
リ
ア
リ
テ

ィ
を
も
っ
て
ワ
ク
チ
ン
副
作
用
に

つ
い
て
認
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

神
戸
協
同
病
院
の
上
田
耕
蔵
先

生
か
ら
は
、「
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

救
命
数
は
９
・
３
万
人　

半
月
遅

致
死
率
の
分
析
よ
り
」「『
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
死
亡
ま
で
の
日
数
と

死
亡
例
数
』
の
図
を
解
明
す
る
」

の
２
題
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
題
目
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
死
亡

率
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
有
無
と
有
効
率

（
救
命
率
）
を
計
算
し
、
各
流
行

時
期
に
照
ら
し
て
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
株
変
化
と
有

効
率
の
変
化
を
可
視
化
さ
れ
わ
か

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
２
題
目

は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

経
過
と
死
亡
の
関
連
に
対
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
死
亡
は
多
く
は
な
い

も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
特
性

上
、
集
団
と
個
人
の
視
点
で
の
効

果
、
副
作
用
の
受
け
止
め
方
の
相

違
に
よ
り
生
ま
れ
る
も
の
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
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歯科接着の効果
　歯科医療における接着は、最小限
の侵襲による治療などが可能とな
り、健全歯質の保存や歯髄保存の可
能性が高くなる。また、歯と人工物
の分子レベルでの一体化が図られ
る。とくに間接法による歯冠修復・
補綴において、接着による応力分
散、異種材料との接着などにより、
歯冠修復物・補綴物（以下、修復
物）の脱離・脱落への対策はもちろ
んのこと、歯の延命や疾病予防に繋
がる多くの効果がある（図１）。す
なわち、臨床で歯科接着として信頼
性の高い材料を使用することが必然
となっている。

間接法による接着
　修復物の装着での接着性は、接着
性レジンセメント（以下、レジンセ
メント）に対して支台歯サイドと修
復物サイドの二つの接着面、そして
レジンセメント自体の物性に影響さ
れる。
　支台歯サイドの接着面は、ケース
によってエナメル質、象牙質、金
属、コンポジットレジンが対象とな
る。他方、修復物サイドの接着面
は、金属（貴金属、非貴金属）、セ
ラミックス系（ガラス、ジルコニ
ア）、レジン系がある。レジン系の
中でも保険収載されているCAD/
CAM冠やCAD/CAMインレーで使用
されるCAD/CAM冠用材料、さらに
2023年12月に保険収載された特殊な
材料であるPEEK材など、接着の対
象は多種多様である。それらの材料
の接着面への対応が必要であるた
め、使用材料のメーカー指示を確実
に遵守する。
　間接法で製作した修復物をレジン
セメントで接着することにより得ら
れる臨床的なメリットを図２に示
す。その主なメリットは、「高い接
着力」、「辺縁封鎖性の向上」、「脆性
材料の補強効果」である。
　「高い接着力」により、修復物の
保持力が向上し、装着後の脱離・脱
落への予防策となる。さらにレジン
セメントを活用することにより、接
着性がない、あるいは接着力が低い
装着材料を使用するよりも保持形態
の設定などがない形成デザインにす
ることができる。その結果、可及的
に健全歯質の保存ができ、ケースに
よってはフィニッシュラインを象牙
質でなくエナメル質に設定すること
ができる。
　すなわち、象牙質に比較してう蝕
抵抗性が高いエナメル質を保存でき
るケースが増えることとなり、ケー
スによって全部被覆冠でなく部分被
覆による修復物を選択することが可
能となり、術後の２次う蝕の発生へ
の抵抗性が増す。さらにブリッジの
支台装置として適応症であれば接着
ブリッジ支台が選択可能となる。し
たがって、レジンセメントの活用に
よ り、 Mi n im a l I n t e r v e n t i o n 
Dentistryのコンセプトを実践できる

可能性が拡がる。

CAD/CAM技術による保険収載
　表１に歯科接着を背景に保険収載
された間接法による歯冠修復、歯冠
補綴の技術を示す。 この表から
CAD/CAM技術による修復物が経年
的に次々と保険収載されていること
が分かる。
　2014年度診療報酬改定において、
先進医療のルートから小臼歯限定で
CAD/CAM冠が初めて保険収載さ
れ、その後、条件付きで上下顎第一
大臼歯、前歯部まで適用拡大されて
いる。さらに2022年度改定でCAD/
CAMインレーが新たに保険収載さ
れ、そして大臼歯限定で「PEEK」
が2023年12月１日に期中収載され
た。
　2024年度改定において、CAD/
CAM冠・CAD/CAMインレーの適応
が拡大され、条件付きであるが、上
下顎第二大臼歯にも適用可能となっ
た。 また大臼歯において、CAD/
CAM冠用材料（Ⅲ）を使用して支
台築造と歯冠修復物が一体化した金
属歯冠修復であるエンドクラウンが
新たに保険適用となった。他方、３―４
冠、４―５冠、全部被覆冠、レジン前装
金属冠の金属修復物がクラウン・ブ
リッジ維持管理料（補管）の対象外
となった。
　行政がさらに推進すると考えられ
る保険診療における脱金パラの流れ
は、世界情勢や社会情勢などが不安
定な状況を背景にして、投機目的な
どがあり、金属の素材価格が安定せ
ず、財源的に歯科の社会医療費に影
響を及ぼすためと推察される。近い
将来、非金属歯冠修復のさらなる適
用拡大が進められ、保険医療材料か
ら金パラを完全に外す方向で考えて
いるのではと危惧される。

保険材料である
CAD/CAM冠用材料の接着
　CAD/CAM冠用材料は、レジンに
よるマトリックスと多量の無機質フ
ィラー（シリカ）から構成され、レ
ジン成分は高度に重合しているた
め、未反応モノマーはほとんどな
く、接着は簡単ではない。臨床で術
後の脱離・脱落の対策として、接着
の効果をできる限り得るためには、
試適、調整、研磨後、接着直前にア
ルミナブラスト処理・超音波洗浄あ
るいはスチームクリーナーによる洗
浄、エアーによる乾燥、その後各メ
ーカー指示のプライマー処理を行っ
たのちにレジンセメントで接着し、
確実に硬化させる。また、PEEK冠
の被着面はシラン処理が効かないた
め、接着させることが困難である。
　しかし、修復物被着面の接着は重
要であるが、それ以上に窩洞や支台
歯への接着が重要であり、被着面の
清掃やプライマーボンドなどによる
前処理を確実に行う必要がある。す
なわち、すべての操作を正確に行う
ことがその歯の延命に繋がる。
（８月25日、歯科定例研究会より）

坪田デンタルクリニック院長
東京歯科保険医協会会長 坪田　有史先生講演

2024年度診療報酬改定と臨床の実際
～CAD/CAM冠・CAD/CAMインレーなどの非金属修復の臨床～

図１　歯科接着の効果

図２　間接法による修復物に接着性レジンセメントを活用する効果

表１　歯科接着を背景として保険収載された技術

最小限の侵襲による修復治療が可能となる
歯髄保存の可能性が高くなる
異種材料との接着
歯科接着により、歯と人工物の一体化が図られる
接着による応力分散

歯の延命や疾病予防につながるなど、
歯科接着には多くの効果がある

高い接着力
　　脱離・脱落への対策・予防
　　保持力の向上
　　　部分被覆支台装置
　　　接着ブリッジ

辺縁封鎖性の向上
　　２次う蝕の予防

脆性材料補強効果（歯冠修復物・補綴装置の破折防止）
　　ジャケットクラウン（高強度ジルコニアを除く）
　　セラミックインレー・アンレー（高強度ジルコニアを除く）
　　ポーセレンラミネートベニア
　　コンポジットレジンインレー・アンレー・クラウン　など

MIDコンセプトの実践
（形成デザインの変化）

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）・特別研究会・臨床医学講座、薬科
部研究会などの講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わせください。

年 日程 種別 テーマ 講師

24
年

４月20日 第608回診内研 診断エラーを回避するための教育
戦略

多摩総合医療センター　総合診
療科　医長　綿貫聡先生

５月18日 第609回診内研 食事性肝障害2024 岡山市立市民病院　副院長
狩山和也先生

６月８日 薬科部研究会 便秘の原因と薬物治療－便秘の病態に
より治療薬の使い分けは必要か？－

県立はりま姫路総合医療センタ
ー院長　木下芳一先生

６月22日 第610回診内研 発熱診療外来編
～不明熱を含めて～

佐賀大学医学部附属病院　感染
制御部特任准教授　的野多加志
先生

７月６日 薬科部研究会
摂食嚥下の機能に合わせた食支援
を考える　～安全に美味しく食べ
ていただくために～

川崎医科大学高齢者医療センタ
ー　栄養室　管理栄養士　森光
大先生

７月13日 第611回診内研 臨床現場での歩行障害へのアプロ
ーチ

足利赤十字病院　院長補佐　後
藤淳先生

８月３日 薬科部研究会 HPVワクチン接種後の多彩な症状
の理解

関西医科大学総合医療センター
・小児科教授　石﨑優子先生

８月24日 第612回診内研 乾癬の鑑別と治療法 佐野皮膚科（西宮市）佐野栄紀
先生

９月21日 第613回診内研 地域で担う誤嚥性肺炎診療 ガイズ病院（イギリス）吉松由
貴先生

10月19日 第614回診内研 内科医のための
皮疹が出る感染症とその周辺

大阪大学医学部附属病院　感染
制御部　感染症内科　山本舜悟
先生

年 月 　　　　　　　　　　項　　目 ＊条件付き
2008 4 前歯部接着ブリッジ
2012 4 臼歯部接着ブリッジ
2014 4 小臼歯CAD/CAM冠＊

2016
1 ファイバーポスト（ファイバーポストレジンコア）
4 歯科用金属アレルギー患者に対する臼歯部CAD/CAM冠＊

2017 12 下顎第１大臼歯へのCAD/CAM冠＊
2018 4 高強度硬質レジンブリッジ
2019 12 象牙質レジンコーティング

2020
4 上顎第１大臼歯へのCAD/CAM冠＊
9 前歯部CAD/CAM冠

2022 4 CAD/CAMインレー＊
2023 12 大臼歯部PEEK冠

2024
4 大臼歯部CAD/CAM冠・CAD/CAMインレーの適用拡大＊
4 エンドクラウン
4 前歯部接着ブリッジの適用拡大（２ユニット）＊


